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「コリント教会へのパウロの手紙」のポイント
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1　   コリント教会への手紙のアウトライン 
　A：教会の問題についての対処 
　　  (1)教会の分裂について(1章10節～4章21節) 
        (2)教会の無秩序な状態について(5章1節～6章20節) 
 
   B：教会の質問に答える 
　　  (1)クリスチャンの結婚に関する教え(7章1節～40節) 
　　  (2)クリスチャンの自由に関する教え(8章1節～10章33節) 
　　  (3)礼拝に関する教え(11章1節～14章40節) 
　　  (4)復活に関する教え(15章1節～16章24節)

「コリント教会へのパウロの手紙」を読んでみよう

　　今日の聖書箇所：3章1節～15節1

2　　今日のポイント：成長するクリスチャンを目指して
　 (1)前回までの復習 
　　  パウロは１つの福音、ただ一人の救い主イエス様に心を集中するようにと語りました。その福音を 
　　私たちに伝え、悟らせてくださるのが「聖霊様」です。パウロは2章の後半で、聖霊様についていくつ 
　   かの点を紹介しています。創造主のご計画をご存知の方(2章10節)、創造主の御心をご存知の方(11節) 
　　などです。また、パウロは、聖霊様を信仰を持った時に受けたと語りました。そして、その聖霊様を通 
　　して、人間は霊的な判断が可能な存在となったと語りました。

　 (2)パウロが語る「未熟なクリスチャン」とは？ 
　　　パウロは3章1～5節まで、コリント教会のクリスチャンに対して「未熟」という言葉を使い、その 
　　信仰生活を叱責しています。未熟(創造主訳)と表現された言葉は、他の聖書では「幼児(原語:ﾈｰﾋﾟｵｽ)」 
　　という言葉で表現したり、「肉に属する人(原語:ｻﾙｷｺｽ)」と表現しました。自分達が素晴らしく成熟し 
　　たクリスチャンだと思っていたコリント教会の人々にとってはショッキングな言葉だったかもしれませ 
　　ん。 
　　　続いてパウロはその未熟さの理由を3～５節の中で具体的に語りました。「あなたがたの間ではねた 
　　みや争いがあり」「ある人はパウロ派・アポロ派」だと分派し、自分以外の派閥を見下ている姿があっ 
　　たからです。パウロはそのような姿は「ノンクリスチャンと少しも変わりがない(3節)」とパウロは 
　　辛辣に批判しました。コリントの人たちは、自分に与えられた賜物を誇り、自分の知恵におごりなが 

しんらつ

　　ら、自分達が優れた霊的な力を持っていると思っていたようです。 

　 (3)本当に大切なのは誰なのかを知るときに成長する
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　　パウロが語った「未熟なクリスチャン」とは、キリスト以外のものを信仰の土台に置く人々の事で 
　す。教会やクリスチャンはいつでもキリストと言う土台の上に建てられなければなりません。私たちの 
　信仰はどうでしょうか。私たちの教会の信仰はどうでしょうか。パウロが語ったように〇〇先生に頼る 
　信仰であったり、キリストが土台であったはずなのに、教会の伝統や自分の欲求などが土台になって信 
　仰生活をしていないでしょうか。当たり前かもしれませんが、いつも、自分の信仰の土台を確かめなが 
　ら歩む生活こそ、信仰の成長があるクリスチャンの生き方です。

　　  続いてパウロは、信仰の成長において、一体何が(誰が)大切なのかについて語ります。6節～７節では 
　「私(パウロ)の仕事は、あなたがたの心の中に福音の種撒きをする事であり、アポロの仕事はそれに水を 
　 やることであった。実際、育ててくださったのは、創造主ご自身にほかならない。だから、大切なのは 
　 育ててくださる創造主であって…」と語っています。コリント教会の人々が自慢しあっていたパウロやア 
　 ポロといった指導者は創造主の働き人であって、コリント教会の人々の本当の信仰を育ててくださる方 
　 は創造主である事をしっかり認識するように語りました。人ではなく、創造主に繋がる時、信仰は成長 
　 します。教会の中で、また教会で何かを決めるときに「「〇〇先生が言った」という言葉が頻繁に出て 
　 くると危ない教会になります。「〇〇先生」ではなく「聖書が言うには・・・」と言う言葉が行き交う 
　 教会は健全です。 

(4)キリストに土台を置いて、それを他の物と取り替えるな。 
　    また、パウロは10節からは信仰の成長を家の土台を例えに語りました。10節はキリストという土台 
　  があって初めて信仰が成り立つのであり、働き人の奉仕はその土台の上に事をなしていく事であると教 
　  えています。そして11節ではとても大切な事を語りました「すでに据えられた土台であるイエス・キリ 
　  ストを他のものに替えることはできないからである」という事です。クリスチャンの信仰はいつも、イ 
　  エス様の上に立てなければなりません。さらに、パウロはそのキリストという土台の上に、どのような 
　  材料で家を建てるかも、創造主の裁きの日に明らかにされると語りました。キリストと言う土台の上に 
　  ある人は金・銀・宝石で、ある人は木・草・わらなどで自分の働きを積んでいくことになります。しか 
　  し、その働きも裁きの時が来て、火で練られる時が来ます。その時にその人の信仰や働きの中に隠され 
　  た動機などが明らかになり、主の前で真価が問われるのです。15節では、その時に、働きが評価を受 
　  けなくとも、救いだけは残された恵みである事が語られています。

　　分かち合ってみましょう
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　教会共同体と記念館の為に
（１)ビジョン達成のために　 
　　①「創造をベースに、99％へ福音を」という教会のビジョンが、創造主によって祝福されますように。 　　 
　　②2021年度ビジョン「創造主を信じ、その大能の力によって強くして頂きなさい」の実現の為に。 
　　　クリスチャン一人一人が、主に繋がり、主に強められるように。 
（２）教会のため　 
　　①教会の本質的な働きー礼拝と伝道の働きの為　 
　　②教会の共同体の関係祝福のために 
　　③教会の霊的成長・成熟のために　 
　　④地域との関係　 
（３）ノアの箱船記念館のため　 
　　①ノアの箱船記念館が伝道のために、クリスチャンの信仰形成の為に用いられます様。 
　　②ノアの箱船記念館の財政の祝福、ノアの歩道の為 
（４）教役者のために 
　　①堀越葉満主事のため　②宮崎聖牧師家庭のため

（１）病にある方々の為に・平安があります様に 
　　　①豊田昌代姉　②柴田啓子姉(リハビリ)　③内田家　④吉川珠卯姉　⑤斎藤勝兄　 
　　　⑥二枝友恵姉　⑦川村澄姉　⑧キムウンジョン姉　⑨野口容子姉　⑩斉藤法子姉 
（２）教会からしばらく離れている方の為 
　　　吉川珠卯姉、吉川大空兄、﨑山彰伍兄、西村直兄、今井純子姉、今井公登兄、今井啓太さ 
　　   ん、黒田優人兄、豊田家の子供達、 
（３）次世代の為に 
　　　①日曜学校の祝福の為　 
　　　②ユースの為に(ユースの学び・恋愛結婚・職場での祝福・海外にいる若者・他住の若者) 
（４）今月の祈祷課題の方々のために 
　　　①﨑山家ーご家族皆さんの健康と信仰の守り。 
　　　②佐々木家ーマリアちゃんと一聖君の成長の為。ご夫妻の健康の為　 
　　　③柴田家ー惠香姉・皇凱兄の健康と信仰の守り。結婚の為。 
　　　④柴田啓子姉ー病からのリハビリ。進行が遅められますように。 

　教会員の為に

　伝道と宣教の為に
（１)洗礼準備・聖書の学びをされている方々のため 
　　①内田眞由美さん　②小川さん　③あさみさん　④今井啓太さん⑤小林誠さん　　 
（２）受洗後の学びをされている 
　   ①仲尾遙斗兄　②小林大悟兄　③武藤加奈姉　④小林愛実姉　 
（３）伴侶の救いの為 
　　①大西家　②小林家　③池谷家　④永井家　⑤今井(純)家　⑥吉川家　⑦千種家 
（４）伝道のためのグループ(感染から守られる様に) 
　　①レプトン　②ゴスペル・フラ　③卓レシア　④女性集会　⑤創愛クラブ　⑥クラフトカフェ　 
　　⑦ノア・パーク 
（５）ロゴス・ホープ号乗船　野口聖恵姉ー災害支援活動の為


